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循環器病をめぐる統計（死亡率）
　厚生労働省が発表した平成29年人口動態統計によると、３大死因別「悪性新生物、心疾患（高血圧性を除

く）、脳血管疾患」による死亡者数、死亡率（人口10万対）及び全死亡者に占める割合について、平成28年と

対比してみると表1のとおりである。また、３大死因別死亡率の年次推移は図1のとおりである。

表１　３大死因別による死亡者数、死亡率及び全死亡者に占める割合

図１　３大死因別にみた死亡率の年次推移

平 成 28 年 度
全死亡者に
対する割合
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対する割合

人口10万対
死亡率死亡者数

人 ％ 人 ％

注：
１）平成6・7年の心疾患の低下は、死亡診断書（平成7年1月施行）における「死亡の原因欄には、疾患の終末期の状態と
しての心不全、呼吸不全等は書かないでください」という注意書きの影響によるものと考えられている。

２）平成7年の脳血管疾患の上昇の主な要因は、ICD－10（平成7年1月適用）による原死因選択ルールの明確化によるも
のと考えられている。

３）平成９年までは、心疾患と脳血管疾患による合計死亡者数は、悪性新生物による死亡者数を上廻っていたが、平成10
年以降では若干下廻る結果となっている。悪性新生物（特に肺がん・結腸・膵）による死亡者数の上昇傾向が大きく影

響している。

40 50 60 2 10 20 29
昭和・・年 平成・年

260
280
300

240
220
200
180
160
140
120
100
80
60
40
20
0

死
亡
率
（
人
口
10
万
対
）

悪性新生物

心疾患

脳血管疾患

17

財団季報 Vol.7　2018.11月号



7

2018
11

18

財団季報 Vol.7　2018.11月号


